
―  1  ―

天津市民とは長らくご無沙汰であった梅蘭芳3）先生が
訪問したので、記者は彼に会いにかけつけた。
梅先生は深くグレーのスーツに身を包み、立派な風貌

は当時と変わらず、北京で舞台十公演と慈善芝居を一本
を続けざまにこなしてきたとはいえ、相変わらず元気そ
うであった。彼は記者を見つけると、満面に笑みを浮か
べながら握手をしてきた。
「もうどのくらい天津の舞台にあがっていないのです
か」記者がたずねると、
「十四、五年になるでしょうか」と感慨深げに彼は答
えた。
梅先生はまず、中国人民政治協商会議4）への参加から

語り始めた。政治協商会議に参加できたことに彼は非常
に感激しているようだ。「これは有史以来の人民の大団
結であり、各党派、各民族、各団体の代表が親しく結束
し、誰もが自由に意見を表明することができました。こ
れぞまさしく民主的なやり方というものです」と彼は
語った。
しだいに話題は旧式の役者の改造と旧劇改革という二
つの問題に移り、梅先生は本業についての話になるや、
さらに悠然と「おしゃべり」を繰り出した。
彼は、時代が変わり、社会も変わったのだから、旧式

の役者が改造を必要とすることは問題ではない、いかな
る人も進歩しなければ必ずや落伍してしまうだろう、と

考えている。解放後、人民政府は強力に役者たちの改造
を支援してきた。これは非常に賢明な措置であり、それ
が極めて困難な仕事であったとしても、大多数の役者は
これによって新しい道を歩み始めた。この点について彼
は非常に嬉しそうであった。
内心の嬉しさが彼の表情に浮かんでいる。
「もちろん旧劇改革は容易なことではありません！」
と彼は語る。「しかし今日において演劇を如何に人民の
ために奉仕させるのか、これもまた至急に解決しなけれ
ばならない問題です。私が思うに、京劇の思想改革と技
術改革はできれば混同して語るべきではなく、後者は原
則として残していくべきで、前者もじゅうぶんな準備と
慎重な検討を経るべきであり、それから修正してはじめ
て、誤りを発生させずにすむでしょう。京劇は古典芸術
であり、数千年の伝統をもっているのだから、我々は修
正するにしてもより慎重にあたる必要があり、変えるな
ら天衣無縫の完璧なかたちに変えて、その痕跡をまった
くわからないようにしなければなりません。そうでなけ
れば、必ずやぎこちなく、無理があるものになってしま
います。そうなると、それが得る効果もずっと小さくな
るでしょう。俗に“歩を進めれば形も換わる”5）と言い
ますが、今日の演劇改革工作は“歩を進め”ても“形は
換えず”というふうにしなければなりません」
彼はソ連の文化・科学・芸術代表団団長シーモノフ6）
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氏の話を例にさらに補足した。「シーモノフ氏は私にこ
う言ったことがあります。中国の京劇とは一種の総合的
な芸術で、歌唱と舞踊が一体となっており、外国にはあ
まりないものである。だからこそ京劇が古装劇であるか
らには、その形式は変え過ぎないほうがよい。とりわけ
技術については全く変えることができない、と」そこで
彼の確信はますます強くなったのである。
彼は記者に京劇改革工作は彼がこれまでずっと尽力し
てきたことであり、場面、音楽、プロットにかかわら
ず、随時修正を加えてきたと語った。例えば「蘇三起
解」7）の護送役人崇公道8）をじゅうぶんによい人物とは表
現しないが彼の同情心は強調したり、「宇宙鋒」9）におけ
る趙忠10）の自刃を誤って殺されたことにしたり、「覇王
別姫」11）で楚歌の効果をやや低減するなど、すべて初歩
的な改変であり、まだ満足できるものではない。
彼はまた京劇界の連帯もまだ十分ではなく、団体間の

繋がりが少ないことも認めている。このため、今後はさ
らに連携を強化し、互いに励まし合わなければならな
い。旧劇における「踩蹺」〔纏足を履いている女性を演
じるための靴を履き脚の指二本だけで演じること〕や
「武把子」〔いわゆる立ち回りを担当する役者のこと〕の
ような厳しい修行については、多くの時間を割くべきか
どうか現在検討しているという。これらの問題はいつも
彼の念頭にあるのである。
夕陽がひとすじガラスの窓越しに射し込み、室内の菊

の花は満開である。雰囲気は和やかで温かみがあり、こ
のとき梅先生もさらに光彩を放っていた。
「では梅先生は新戯をどのように編むべきだとお考
えでしょうか」記者はさらにこの問題について問いか
けた。

「新戯の創作も当然拙速にしてはいけないものです！」
彼は興味深げに言った。「例えば、創作過程で最初にす
ることは材料の収集です。これは歴史全体の中で大衆が
喜びそうな精華を選ばなければなりません。二番目に
は、内容を審査し、集めた材料に正確な批判を加えなけ
ればなりません。その不健全な部分は除き、積極的な意
義を発揚するということです。そして三番目は、純粋に
技術上の作業です。これにはいわゆる“玄人”にやって
もらいます。例えば物語のエピソードや場面の組み立て
などです。以上の三つの段階には、多くの文学芸術工作
者がまず分担して作業したあとに協力し合うということ
が必要です。互いにうまく協力できさえすれば、多くの
よい新戯を生みだすことができると思っています」これ
が梅先生の新戯創作についての主張である。
彼は記者に語った。ひとりの役者を養成することは容
易なことではない。今後彼は頻繁に上演を行い、できる
かぎり同業者や友人たちと議論し、検討することで不断
に進歩を図っていきたい。今回彼は天津で十日間舞台に
出演する予定であり、その後は上海へと移動してまた上
演を行うという。
最後に彼はまた興奮気味に記者に、来年彼はまたソ連
を訪問し交流や学習を行い、併せて中国の民族芸術を外
国の友人に紹介するかもしれない、と語った。
梅先生との会話は終始親しみやすく和やかな雰囲気の
中で行われ、知らないうちに壁の時計が四度も鳴ってい
た。記者はもう暇を告げなければならない。なぜなら四
時間後には彼は舞台に上がり観客と対面しなければなら
ないからである。
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